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　行事予定　
　9月 5日　卓話　名黒明徳様
　　　　  　（元テニスプレーヤー）
　9月12日　管理運営部門、広報部門
　　　　　 セミナー報告
　9月19日　宅話　地区
　　　　　 青少年交換委員会　
　9月26日  北本ロータリークラブ
　　　　　 合同例会
　　　　　 （時間変更）
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　皆さん、こんにち。会長挨拶をさせて頂きます。先週は献血と打ち水大作戦に、
ご協力を頂きありがとうございます。今週は、8月3日にラフレ埼玉にて、米山記
念奨学部門セミナーに名取パスト会長と出席しました。内容については、セミナ
ー報告でさせて頂きます。
　さて、本日は来週はお盆休みですので、「お盆」について考えてみたいと思い
ます。お盆は旧暦の7月15日を中心にして行なわれる。先祖の霊を祀る行事です。
元々は古神道における先祖供養の儀式や神事を、江戸幕府が庶民に強いた檀家制
度により仏教式で行うことが強制され仏教行事の「盂蘭盆」（うらぼん）が習合
して行なわれるようになったようです。1日は釜蓋朔日（かまぶたついたち）と言
い、地獄の釜の蓋が開く日と言うことです。7日は七夕、棚幡で、七夕は棚幡とも
書き、故人をお迎えする為の精霊棚とその棚に安置する幡（ばん）はたを供える
日です。お盆期間中に僧侶に読経してもらうことを棚経と言います。13日に夕方
に野火を迎え火と呼びます。精霊棚の故人はのお供え物をします。お盆の期間中
に故人の霊魂がこの世とあの世を行き来するための乗り物として「精霊馬」（し
ょうりょうま）と呼ばれるきゅうりやナスで作る動物を用意することがあります。
割り箸などで足をを作り、馬や牛として仏壇や精霊棚に供物とともに置きます。
きゅうりは足の速い馬に見立てられあの世から早く家に戻れるように、ナスは歩
みの遅い牛に見立てられ、この世からあの世に帰るのが少しでも遅くなるように、
供物を牛に乗せてあの世へ持ち帰ってもらう願いが込められています。16日の野
火を送り火と呼びます。京都の五山送りがあります。15日送り火行うところもあ
ります。15日奈良高円山大文字などがあります。故人を送る期間は16日から24日
までとなります。仏教のお盆は1日から24日で、地獄の王は閻魔大王であり、その
王と対になるのが地蔵菩薩であり24日の地蔵菩薩の縁日までがお盆となります。
15日の盆の翌日、16日の晩に、地獄のでの苦役を免のがれた亡者たちが喜んで踊
ることを模して盆踊りと言います。旧暦7月15日は十五夜、16日は十六夜（いざよ
い）、どちらかの日に月は満月となり。月明かりで夜通し踊ることができたよう
です。先日観た井上ひさしの「頭痛肩こり樋口一葉」と言う舞台は明治23年の「
盂蘭盆」の日から明治31年の母の新盆までの8年間それぞれの年の盆の16日の夕
方から夜にかけて話でした。盆の16日におきる生と死、無念と希望が喜劇の中に
描かれています。成仏出来ない幽霊の原因は何かと、考えさせられました。樋口
一葉は24歳で亡くなっています。明治に生きた作家の人生は短い中に多くの輝き
をもって生きたことを感じます。お盆を調べて生き方について考えさせられまし
た。以上をもちまして会長挨拶とさせて頂きます。本日もよろしくお願いします。

第２503回　例会
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関口　和夫会長

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を
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ープになってセッションし、各グループで発表を行
いました。かなり多くのロータリアンの意見が聞け、
私にとってとても良かったと思っています。セッシ
ョンのテーマになったのが、１）寄付をどうやって
集めるか、２）奨学生および学友との交流について、
３）奨学金制度についてどう考えるか、という３つ
でした。グループごとでの意見を聞いていて、まず
寄付の集め方はクラブによっていろいろありました。
寄付は義務ではないのですが、目標が定められてい
て目標の達成や寄付額が一覧で公表されます。公表
されるとなると上位に記載されたくなるわけですよ
ね。米山寄付額上位２５位のうち上尾は１３番目に
記載されています。１人あたりの寄付額でいうと上
尾は８番目です。地区には全部で７５クラブあるの
で、かなり上位ではありますね。テーマ１）寄付の
集め方については、大きくわけて２つの方法になり
ます。１つは全員から集める方法、もう１つは何人
かが寄付する方法です。当クラブは後者ですよね。
全員から集めているクラブは、会費に含めて集めて
いるところがあります。あとは会費にはいれず納付
書を送るクラブもありました。何人かが寄付してい
るクラブは年度ごとの担当者が集めて回っているそ
うです。当クラブでは毎年寄付している人の顔ぶれ
は同じです。毎年担当が替わるので全員で均一に等
分割りにするというのが１つのやり方ではないかな
と感じました。テーマ２）の交流ですが、だいたい
の奨学生は母国に帰ると交流も途絶えるのですが、
中には奨学期間がおわって母国へ帰ったあとも交流
を続けているクラブがありました。テーマ３）奨学
金制度ですが、中国人・韓国人が多いということの
説明で、この制度を始めた当初の時代背景と今とで
は少々違ってきている気がします。この制度は素晴
らしいし続けていくべきだと思いますが、環境も人
間も変わっていくのだから制度そのものについて我
々自身も考えていくべきものではないかなぁ、それ
が寄付の集め方にも反映されていくのではないかな
ぁというのが私なりの感想でした。報告といえるか
わかりませんが以上です。ありがとうございました
。

関口和夫会長
　私もセミナーに参加してまいりましたのでご報告
を申し上げます。本日の回覧にもありますが、昨年
度の奨学生だった周さんから暑中見舞いが届いてい
ます。上尾に就職されたということもあり、彼女は
積極的にクラブに参加していただきまして、いい形
で交流が継続できていると思います。そして過去の
奨学生の方ともまた交流ができればと考えています。
また名取パスト会長のご報告にもありましたとおり、
2013年度の奨学生31名のうち、半分が中国の方な
ので、中国の方との付き合い方が必要なのかなと思
います。米山の豆辞典をまた取り寄せて皆さんにお
配りしようと思いますので、ご一読いただければと
思います。米山については以上です。
　ロータリー財団についてですが「未来の夢計画」
とはなかなか言葉ではわかりづらいものがあると思
います。ネットで検索すると、RIのホームページに
説明があります。ご一読いただければと思います。
報告は以上とさせていただきます。ありがとうござ
いました。

島村直前会長の慰労会が行われました島村直前会長の慰労会が行われました
８月8日夜　於：恵比寿亭

ご参加いただいた皆様ありがとうございました。
島村直前会長　１年間お疲れ様でした。
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幹　事　報　告

　皆さんこんにちは。本日
は齋藤幹事が所用で来ら
れないということで私が
代わりにご報告させてい
ただきます。
◆８月１０日（土）管理
部門セミナー　県民活動健康センターで13:30点鐘
ということでよろしくお願いいたします。
◆８月１１日（日）インターアクト年次大会　情報
交換会が市立浦和高校でございます。
◆８月３１日（土）広報部門セミナーといたしまし
て川口市民ホールで13:30点鐘となっております。
◆「ロータリーカードご使用のお願い」について、
地区責任者の村松様よりご案内がきております。ぜ
ひロータリーカードご使用の推進にご協力をお願い
したいと思います。
◆前回８月１日に打ち水とあわせて献血のお願いを
実施させていただきました。上尾駅東口では５３名
の方に献血いただきました。ご協力ありがとうござ
いました。
◆来週８月１５日は定款により休会になります。
◆８月２２日は早朝例会となっております。上平公
園で６時30分から開始になります。よろしくお願い
いたします。以上です。ありがとうございました。

久保田勲副幹事

１年生でございます。お父様が北本高等学校の教師
で、ロータリークラブとしても石井先生にお世話に
なっております。それで説明会や、各クラブに挨拶
で回っております。ぜひ合格した暁には皆様方のあ
たたかい志をいただきながら、そして１年間の留学
がおわってくると、また立派な学生になって戻って
くることが期待されます。ロータリー活動のいちば
んの、青少年に対する「感動を与える」ということ
が交換留学生ではないかなと思っております。本日
は貴重なお時間、ありがとうございました。
石井登喜子さん

来賓挨拶

セミナー報告

　はじめまして東農大三
高在学中の石井登喜子と
申します。本プログラム
の志望理由は、将来の職
の選択の幅を拡げるため
の語学習得です。それに
加えて奉仕活動もできるという本プログラムに魅力
を感じ、志望させていただきたいと思っております。
それにはスポンサーが必要で皆様のご支援をいただ
きたいと思い本日参りました。よろしくお願いいた
します。

　皆さんこんにちは。
本日お訪ねした主題は、
今年の交換留学生につい
てです。７月７日に説明
会があり、これから８月
24日、9月１日にテスト
があります。それに合格すると来年度、交換留学生
として１年間のオリエンテーションを積んで行かれ
ることになります。その予定者が北本市東間在住の
石井登喜子さんという東農大三高に在学されている

北本ロータリークラブ　吉田幸夫会長

　皆さんこんにちは。ロ
ータリー財団部門セミナ
ーの報告をさせていただ
きます。簡単に言います
とぜひロータリー財団に
寄付をしていただいて、
寄付をいたしますと３年後に地区補助金から半分戻
ってくるということ、これを原資といたしまして地
区補助金がでるわけですけれども、今年は打ち水の
柄杓の購入代ということで使わせていただいていま
す。そういうことも含めて財団への寄付をお願いさ
せていただきたいと思います。
　セミナーで伺ってきましたことを改めてご説明さ
せていただきます。

ロータリー財団委員会　島村健委員長
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　ロータリー財団は、1917年の国際大会において
当時のアーチCクランフRI会長が「全世界的な規模
で慈善・教育・その他社会奉仕の分野でより良きこ
とをするために基金を作ろう」と提案したことに始
まり、1928年の国際大会で「ロータリー財団」と
名付けられました。財団の使命は、ロータリアンが
人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧
困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和
を達成できるようにすることです。財団の標語は
「世界でよいことをしよう」であります。優先事項は
①すべてのプログラムと運営を簡素化すること。②
プログラムの成果も内容も、未来の夢計画に沿った
ものであること。③地区レベル、クラブレベルにお
いてロータリー財団を自分たちの財団と自覚するこ
と。④プログラムの目標達成のために十分な資金と
人材を提供すること。⑤未来の夢計画を支える効果
的な方策を開発すること。ということでございます。
優先事項に出てきました「未来の夢計画」とは（１）
2010年パイロット地区として世界で100地区、本
年度からは全世界で531地区、日本では34地区が一
斉に実施されます。（２）目的　財団の使命に沿っ
て、プログラムと運営を簡素化すること。世界の優
先的ニーズに取り組み、最大の成果が期待できる奉
仕活動に焦点を絞ること。世界的目標と地元の目標
の両方を果たすためのプログラムを提供すること。
意思決定をさらに地区に移行することによって、地
区レベルとクラブで、ロータリー財団が自分たちの
ものであるという自覚を高めること。ロータリー財
団の活動に対する理解を深め、ロータリーの公共イ
メージを高めること、でございます。（３）補助金
の構成といたしますと、地区補助金とグローバル補
助金の２種類がございます。（４）地区補助金とは
DDF（＝地区活動資金）で最大50%まで使用でき
るということで、残りはグローバル補助金として使
用されます。（５）地区補助金は、一年以内の比較
的短期の活動に資金を配分するよう奨励されていま
す。（６）グローバル補助金プロジェクトの条件と
して、６つの重点分野を支援するものであることが
大きな条件になっています。６つとは①平和と紛争
予防・紛争解決②疾病予防と治療③水と衛生設備④

　皆さんこんにちは。８月３
日、ラフレさいたまで米山
記念奨学部門セミナーが
開かれ、参加してまいりま
した。私自身、米山記念奨
学金についてほかのクラブ
がどのような取り組みをしているのかとたいへん関心を
もって臨みました。セミナーの前半には説明や実際に行
っていることの紹介があり、その後10人単位ごとにグル

母子の健康⑤基礎教育と識字率向上⑥経済と地域社
会の発展、でございます。本年度のDDFは、３年前
（＝井橋年度）の年次寄付と恒久基金利子の50%が
地区に戻ってきておりまして25万5,035ドル56セン
ト、わかりやすくレートを100円にしますと
25,503,556円でございます。地区補助金はその
50%の約12,750,000円です。今年度、先ほど言い
ました地区補助金を頂いておりますのが３年前に１
人あたり200ドルを超える目標を達成している４９
クラブ…当クラブもそうですが、そのうちの４５ク
ラブが115,000円の地区補助金がでております。そ
のほかのクラブにつきましては80,500円というこ
とになります。100%達成しないと若干の差がでて
きてしまうということですので今年も１人あたり
200ドルの目標をクリアしたいと思います。
　ちなみに昨年度ナイジェリアの保育器プロジェク
トですが、総額585万円の予算になっています。実
施は10月頃になると思います。またご報告させてい
ただければと思います。
　地区の財団部門ですが、こちらも大きく分けます
と活動資金＝寄付金を集める委員会と、資金を使う
委員会で、補助金委員会があります。また集める方
ではポリオプラス委員会、資金推進委員会というこ
とで、こちらは１人あたり50ドルでお願いいたしま
す。もう１点、先ほど久保田副幹事からも報告があ
りましたが、ロータリーカードをぜひ入会していた
だきたいと思います。上尾クラブでの保有者が１１
人ということですので、ぜひご入会をお願いいたし
ます。以上簡単ですがセミナー報告にさせていただ
きます。ありがとうございました。

米山記念奨学委員会　名取勝委員長


